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二
〇
〇
四
年
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
か
ら
昨
年
の
一
二
月
二
六
日
で
一
〇

年
が
経
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト

ラ
島
北
西
沖
、
イ
ン
ド
洋
で
発
生
し
た
こ

の
地
震
は
イ
ン
ド
洋
に
接
す
る
多
く
の

国
々
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
な

か
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
死
者
・
行
方

不
明
者
の
数
は
一
六
万
人
以
上
と
さ
れ
最

も
多
か
っ
た
。
以
下
で
は
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
津
波
を
中
心
と
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

お
け
る
震
災
の
経
験
と
そ
の
復
興
に
関
連

す
る
日
本
語
文
献
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た

い
。イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
な
か
で
最
も
大
き
な

被
害
を
受
け
た
ス
マ
ト
ラ
島
北
端
の
ア

チ
ェ
州
（
以
下
、
ア
チ
ェ
）
は
震
災
当

時
、
独
立
を
巡
る
紛
争
の
真
っ
只
中
に
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
震
災
・
復
興
活
動
と

紛
争
経
験
は
不
可
避
に
交
じ
り
合
い
な
が

ら
ア
チ
ェ
社
会
ひ
い
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

全
体
に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

西
芳
美
「
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
／

イ
ン
ド
ネ
シ
ア （
二
〇
〇
四
年
）
変
革
の

契
機
と
し
て
の
自
然
災
害
（
特
集 

復
興

は
進
ん
で
い
る
か
？　

ア
ジ
ア
の
自
然
災

害
）」（
本
誌
二
〇
〇
九
年
六
月
号
）
で

は
、
紛
争
と
い
う
背
景
を
と
も
な
い
な
が

ら
震
災
お
よ
び
復
興
活
動
を
通
じ
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
が
経
験
し
た
変
革
に
つ
い
て
社

会
意
識
、
行
政
、
政
治
的
制
度
の
面
か
ら

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
著
者
『
災

害
復
興
で
内
戦
を
乗
り
越
え
る
：
ス
マ
ト

ラ
島
沖
地
震
・
津
波
と
ア
チ
ェ
紛
争
（
災

害
対
応
の
地
域
研
究
２
）』（
二
〇
一
四
年

京
都
大
学
学
術
出
版
会
）
で
は
、
ア
チ
ェ

現
代
史
を
専
門
と
す
る
著
者
が
、
震
災
直

後
、
復
興
再
建
期
、
そ
し
て
新
た
な
秩
序

構
築
と
い
う
九
年
間
の
流
れ
を
様
々
な
局

面
（
支
援
、
モ
ス
ク
、
防
災
教
育
、
女

性
、
再
埋
葬
、
復
興
庁
な
ど
）
か
ら
丁
寧

に
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
シ
リ
ー
ズ

山
本
博
之
著
『
復
興
の
文
化
空
間
学
：
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
と
人
道
支
援
の
時
代
（
災
害

対
応
の
地
域
研
究
１
）』（
二
〇
一
四
年　

京
都
大
学
学
術
出
版
会
）
で
は
、
ス
マ
ト

ラ
沖
地
震
を
含
む
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
発

生
し
た
複
数
の
地
震
を
事
例
と
し
て
、
情

報
伝
達
、
報
道
、
語
り
な
ど
〝
災
害
と
情

報
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
震
災
で
の
経
験

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ

の
他
、
辰
巳
佳
寿
子
ほ
か
著
『
津
波
被
災

地
の
復
興
に
お
け
る
女
性
の
役
割
―
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
ア
チ
ェ
州
と
東
北
地
方
の
比

較
を
通
し
て
―
』（
二
〇
一
四
年　

ア
ジ

ア
女
性
交
流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
ア

チ
ェ
と
東
日
本
大
震
災
後
の
東
北
地
方
に

お
け
る
震
災
・
復
興
を
通
じ
た
女
性
の
役

割
を
比
較
し
た
一
冊
で
あ
り
、
女
性
を
中

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
社
会
関
係
の
再

構
築
プ
ロ
セ
ス
を
描
き
出
し
、
女
性
の
役

割
の
重
要
性
と
震
災
で
の
課
題
を
論
じ
て

い
る
。
高
橋
誠
ほ
か
編
著
『
ス
マ
ト
ラ
地

震
に
よ
る
津
波
災
害
と
復
興
』（
二
〇
一

四
年　

古
今
書
院
）
は
災
害
研
究
に
お
け

る
文
理
連
携
型
の
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の

必
要
性
を
説
き
な
が
ら
、
ア
チ
ェ
で
の
被

害
・
緊
急
対
応
・
復
興
を
追
っ
た
一
冊
で

あ
る
。
個
人
・
家
族
レ
ベ
ル
で
の
被
害
状

況
と
そ
の
後
の
変
化
や
、
家
族
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
政
府
と
い

っ
た
様
々
な
組
織
や
構
成
単
位
の
役
割
と

相
互
関
連
、
そ
し
て
紛
争
経
験
の
影
響
な

ど
あ
ら
ゆ
る
次
元
か
ら
被
害
と
復
興
過
程

を
捉
え
た
う
え
で
、
今
後
起
こ
り
う
る
大

災
害
に
備
え
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
も

提
示
し
て
い
る
。こ
の
他
林
勲
男
編
著『
自

然
災
害
と
復
興
支
援
（
み
ん
ぱ
く
実
践
人

類
学
シ
リ
ー
ズ
９
）』（
二
〇
一
〇
年　

明

石
書
店
）
は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
で
特
に

被
害
の
大
き
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス

リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
で
の
現
地
調

査
に
基
づ
い
た
種
々
の
論
文
を
収
録
し
て

い
る
。
な
か
で
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ

い
て
は
多
く
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
林
能
成
「
目
撃
証
言
か
ら
津
波

の
挙
動
を
探
る
」
は
体
験
談
と
い
う
「
人

の
記
憶
」
を
、
計
測
器
か
ら
得
ら
れ
る
津

波
デ
ー
タ
を
補
完
し
う
る
情
報
源
と
し
て

位
置
づ
け
、
被
災
者
の
語
り
か
ら
津
波
発

生
と
そ
の
後
の
時
間
的
推
移
の
解
明
を
試

み
て
い
る
。
ま
た
、木
村
玲
欧
「
定
性
的
・

定
量
的
評
価
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
被
災

者
行
動
と
生
活
再
建
の
よ
う
す
」
で
は
通

常
の
価
値
観
か
ら
逸
脱
し
た
災
害
直
後
の

時
期
を
通
過
し
た
と
さ
れ
る
、
震
災
後
一

カ
月
後
に
焦
点
を
当
て
て
被
災
者
へ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
彼
ら
が
居
住
地
な
ど

の
復
興
再
建
へ
の
道
す
じ
に
お
い
て
直
面

す
る
問
題
や
、
新
た
に
生
じ
る
課
題
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
震
災
後

の
住
宅
再
建
、
供
給
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

解
説
し
た
牧
紀
男
・
山
本
直
彦
「
バ
ン
ダ

ア
チ
ェ
の
住
宅
再
建
―
現
地
再
建
と
再
定

住
地
」
が
あ
る
。

最
後
に
、
図
書
館
な
ど
に
お
け
る
資
料

の
被
災
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て
も
こ
こ

で
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
西
芳
実
「
情

報
拠
点
の
被
災
と
復
興
―
二
〇
〇
四
年
イ

ン
ド
洋
地
震
・
津
波
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ア
チ
ェ
州
の
事
例
か
ら
―
」（
本
誌
二
〇

一
三
年
三
月
号
）
で
は
ア
チ
ェ
で
の
図
書

館
や
情
報
拠
点
の
被
災
状
況
と
そ
の
後
の

対
策
、
そ
し
て
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
解

説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
国
立
国
会
図

書
館
公
開
セ
ミ
ナ
ー
記
録
集
『
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
・
津
波
に
よ
る
文
書
遺
産
の
被
災

と
復
興
支
援
』（
二
〇
〇
五
年　

日
本
図

書
館
協
会
）
で
は
被
災
し
て
か
ら
間
も
な

い
現
地
か
ら
の
被
害
状
況
お
よ
び
復
興
に

向
け
た
方
針
、
取
り
組
み
に
関
す
る
報
告

を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
と
さ　

み
な
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

図
書
館
）

震
災
経
験
を
読
む

　
― 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例 

―

土
佐  

美
菜
実




